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n

 

§
d 

M
e
t
h
o
d
e
n
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

s, 

s
 
然
ら
ぱ

此

の
理
論
的
方

面
ど
政
策
的
，方
面

.は
實
際
に
於
て
何
れ
が
多
く
彼
を
支
：配
し
，た
か
、

.此
6
躲

に

於

，て

寧

者

は

-後

鎮
十
人
卷

(

九
i

)

論
眺
經
濟
政
努
霞

 

第
'
號̂

£
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眺
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政
S
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號
.

1
5

黎
の
メ
ほ
ヵ
ぁ

7

 

貴
.’

：に
：
K
v
^
'富
國
論
全
般
、
^

^

^

^
左
右
し

.て
ゐ
.'る
：も
，
.

s
'
.

も
見
，'て
.ゐ：，：る

.：。
：.：：. 

"
則
ち
富

.國
'論
，の
中
に

k

#

の
#

か

'ね
：由
：翼
易
、簿
業
，主
ま
の
生
張
、！！
購
と
し
て
書
か

f

 

r
j
k 

力

k

ー
ク
せ
ら
れ
そ
ゐ
る
ビ

.
云
ふ
の
で
あ
る
。

l
U
s
t

は
ォ

-
ダ

t

ス：ミ
ス
が
經

M
溯

®

择
れ
収
极

0
,
 

々
.の
は
之
を
刹
學

： g
煮
察
の
對
象
ど
し
て
ぱ
か

b

で
な

"
く
‘觀
父
が
ッ

一

般
。の
幸
福

"
のE

ぬ
-
め
6
 

乎
段
ぬ
る
點
に

.於
て
興
味
を
ぜ
し
て
ゐ
た
の
で
、；

^

も
彼
：の

«

味
の
主
：

‘だ
る

-
中
：心

^は
；：

此

ハ

ゆ

後

者

レ 

の
け
に
染
中
せ
ら
れ
て
ゐ
た
ご
云

0
.
て
ゐ
る
り

(
G
i
d
e

 a
n
d

 

R
i

s
s

仏er

 volkswi.rtscbaftiichen 

L
e
h
r
m
d
i
g
s
;

 

d
i
c
h
e

 

tbertr,. 

S. 

9
7
;
-

又
®

に
ァ
ダ

‘
ム
ぶ
，ミ
ス
は
.其
第
；明
編

'9

網 

左
の
如
ぐ
說
ゐ
て
ゐ
る

。

'
.

S

 

く「

政
治
家
父

.
は
立
’
法

卷

の

學

の

-

分
科

e

し
て

#
 

f

れ
る
.經 

濟
學
は

n

ウ

の

な

‘れ
る
目
的
を
一
有
：

す
。
.：
館

!

人
民
-
に
i

し
豐
富
な
も
收
乂

‘
又
-は
、
ま
活
資
.科 

を
給

A

す
る

.
こ
と
之
を
一
層
逾
切
；に

.云
，へ
ば
人

K

を
し
て

s
'
か
ら
か
：？
i,‘も

收

入，父
：：； g

生

：
®

資
 

&

を
得
せ
し
む
る
こ

>

、雄

一

一
國
家
：を
し
て
其

‘.公
務
を
，.行
ふ
爲

め

に
：
苑
.
き
な
る
收
入
：を
#

せ
し 

む
る
こ
ざ
其
で
必
る

 

(
w
e
a
l
t
h

 

o
f

 

N
a
t
i
o
n
s
;

 

c
a
i
r
f
s

 

E
d
i
t
i
o
n
,

 
V
o
L

 

L

 

p. 

3
9
5
) 

M
 

K 

 ̂

^
 

の
&

所
に
，於

'
てr

各
國
の

，

p

o

i

a

r 

e
c
o
n
o
m
y

の
.大

目

g
;

は
其

.國

の

，
富

：
，
ざ

；
力

(
T
h
e

 

r
k
h
e
s

 

a
n
d

 

Power) 

を
附
斯
せ

.し

む

る

じ

.
在
i

(Ibid, 

p. 

3
.
5
X
)

ビ

云
ウ
て
ゐ
る
。
又

*

際
に
於
て
：當

：：

時

9

學
者
の

k

1

ご
..し

て

践

，味

を

威

し

：た

所

ね
.政

策
‘論
で
あ
ゥ
：や
か
ら
し
て
國
富
ま
第

-l;n:

第

の

兩

；編
に

：
，.
說
か 

る
‘
，
'

るm

濟
.理

ま

も

，择

竟.r

面
：，

ぱ

自

由

：主

義

：轉

搏

，軟

誇

虫

張

の

：，群

め

-の
.
^
^
:
礎
#

傭
：
ご
.しV

發
..
 

逆
し
た
も
の

W

見

ら

れ

.
る

の

で

：，あ‘：る
。
{小
：舉
敎
授
論
文

S 

r
a
學
‘會

，雜

誌

：
ア

ダ

ム-
ス
ミ
ス
' 
紀

念

號
ー 

0

 

ニ 

I
 一：：

一
 

三)

：
，
 

：

‘

.

,

此
の
：
^
'
に'め
て

 

o
p
p
e
&
e
f
m
e
r

 

の 

T
h
s
r
i
e

 

d
e
r

 

reine.n

.
 u

n
d

 

p
o
H
t
i
s
c
h
e
n

 

6
k
o
n
o
m
I
e

 

は
純
學
術
的
.の

も
の
で
あ
や
て
、彼
は

.此
：著

に

於

て

，
所

謂

’H

由
社
會
主
義
の
學
說
を
建
ま
せ
ん

.：ざ
試
み

が
..も

の

.

.

.

.一 

一... 

,

.
:
.
.
.
.

で
.あ
る
が

V {Theorievvorwort, 

S. 

So; 

5S)

而
も
彼
は
之
を
目
的
の
：力
め

e
、

又 
>,喧
傅

.の
爲
.め
に
書 

い
.

G
r

で
は
な
い

.P
:へ
彼
自

.か

.ら
も
其
序
文
に
，於
て

'云
：る
が
如
く
、彼
の
學
說
は
一

1' 0

の
前

-提
，
 

の
下
に
立
つ
も
の

.
で
あ
る
。
則
も

(

.一)

土
地
の
私
用

.(Appropriation 

of Land) 
•資
本
の
養
德

(Accu­

mulation,of capital)

が
經
液
原

.
®
か
ら
自
然
的
に
發
逸
し
て
来
た
ビ
云
ふ
此
の

-說
-が
從
來
の
錢 

本
主
義
雜
濟
學
の

$
碰
を
な
し
て
ゐ
る
こ
ご
、ニ

1 )§

し

て

此

み

說

ほ

眞

賞

、で
.，

な
：/

/
^

云

ふ

こ

と 

之
で

..あ
，る
0
 
.

(

？ T
:

此
の
ニ
り
の
前
提
か
ら
し
て
自
社

.會

主

義

の

學

說

雄

て

'ん

レ

た
rの
 

で
あ
る
。
則
ち
彼
は
現
代
資
本
ホ

一.

義
社
會
の

#

®
は
弗
經
滅
的
原
因
か
ら
生

'じ
ぬ
土

.地

の
'*k

 

.::雜
：有
反

6̂

次
い

.で

来

：
れ

：
，
る

寧
@

の
'獨
.占
：的

權

カ

關

係

の

.結

舉

で

て

、決

し

で

a

®
ま
鏡
爭
.の
M

然
十 
<
卷

(

九
i

)

論
説
經
濟
政
炎
の
傾
致

 

第
七
眺
，

ニ.五

園
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園

宇
八
翁
 

.
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 ̂

第
セ
號
，

ニ
.、
 

結
.

#
で
は
：な
い

。
；
-き 

結
舉
と
じ
て
價
値
が

‘形
成
せ
ら
れ
生
着

.
‘及
一
"
び

分

配
 

の
機
填
，ご
な
ウ
て
！

 

0

 :

の
0 
0

社
會
，が
梢
成
せ
ら
る

V
.
も
の
で
あ
る

。

' 
而
し
て
か
か
る
賈

4?i：r 

は
自
由
騎
爭
の
維
渠
ご
し
て
の
み
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、か
の

K
a
u
t
s
k
y

が

D
f
e

 

1

0

 

I

I

旁

N

に

於

，て

其

頭

の

中

に作
.
.

上
げ
ぬ
や
ぅ
な
市
場
な
き
經
濟
社
會
は
成 

功
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
へ
注
ニ
か
の
由
就
争
を
悪
魔
£
な
ず
集
產
主
義
者
の

#

は
誤
ま 

C
V

て
ゐ
る
。

(

A
.
a
b
.
r
s
.

 

3
9

s
i

完
全
な
る
自

.
2

就
爭
あ
る
が
爲
め
：に
凡
て
の
人
は
自
已
の
勢 

働
に
祁
當
す
る
公
正
：な
る
所
得
を
得
る
も
の
で
、又
こ
れ
あ
る
か
爲
め
に
凡
て
の
利
害
は
調
，和
 

.ほ
す
る
：も
の
で
あ
る
。
而
し
て
衆
全
な

る
，
ほ
由
一
廣
镇
の
下
に
凡
て
の

.利

害

の

：

！

政

調

和

す

.

.
る
一 

新
ら
し
さ
就
會
の
實
現
は

t
e
に
：，現

代

資

本

主

義

：社

會

の

®

め

中

に

構

成

，せ

ら

れ

ウ

、

あ

る

か 

ら

し

て
#
1
等

の

廣

婆

，
の

：ポ

け

を

俟

た

すVJ

も
生
れ
出
る
で
あ

6

ぅ
ご
云
ふ

.の
セ
あ
る
。

彼

の 

議
論
は
前
織
の

1
1
a

の
一
前
.提
の
下
に
於
て
純
粹

.の
科
學
的
.推
理
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
て
ゐ 

，
る

の

で

：あ

る

此

の

術

理

論

的

方®

に

於

け

ろo
p
p
s
h
e
f
m
e
r

の

意

；見
.は
、.彼

の

所

謂A
l
t
m
e
i
s
t
e
r

 

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

の

考

，と

全

く

同

一

で

あ

る

。

，則

ち

自

由

聽

爭

の

結

嚴

V
J

し
て
凡
：て
：の
人
ビ
の
利 

售
，の

I
I
致
調
和
を
說

‘ィ
，所

‘又
，獨

占

を

以

て

自

由

麓

爭

を"抑

.：
制

す

る

？
惡

制

：
ご

し

.
て

之

：
を

.
批

雙

す

る
如
き
皆
同

一

の
思
想
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

是
を
以
て
見
れ
ぱ

，Ad
a
m

 

S
m
i
t
h

の
思
想
の
根
抵
を
な
す
自
由
主
義
を

Q
p
p
s
h
e
f
m
e
r

は
無
條 

サ
じ
之
か
：取
ね
入
れ
力
の
で
あ
，る。，
而
て
此
自
由

.主
義
の
思
想
を
！般
輕
濟
政
策
の
基
礎 

ヒ
な
す
時
に
莊
じ
：

A
d
a
m
.

 

S
m
l
t
l
r

の
：
自

由

：貿
.易
說
、産
業
主
義

"從

0

て
又
彼
の
富
國
論
と
な
る
；

 

も
の
：で
，，あ
る
。

自
由
主
義
を
：：

1
:

般
社
會
組
織
及
：び
制
度
の
純
理
論
的
：基
礎
ご
な
ず
時
に

S

に 

O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

 

の
自
由
社
會
主
義
從
ろ
て
又
彼
の

 

T
h
e
o
n
’e 

d
e
r

 r
e
i
n
s

 

I
 politischen 

O
k
o
n
o
m
i
e

 

€ 

な 

る
も
の
で
め
る
。
け
れ
ど
も
金
が
本
論
'に
於
て
說
か
ん
と
す
る
所
は
完
全
な
る
自
由
魏
の 

.就
‘薄

は

：：か
：
、

る

理

想

，社

會

を

生

む

と

，云

ふ

こ

；
の
，

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

の
.重
き
を

.を
，い
',わ
純
理
論
的
方 

面
で
は
な
い
。
此
の
黯
の
關
明
は
：こ
れ
を
他
日
の
發
表
に
譲
づ

K

益
に
は

A
d

i

 

S
m
i
t
h

の
富 

.國
に
た
て
重
を
股
い
て
ゐ
る
經
濟
政
ま
の
方
面
に
於
け
る
自
由
主
義
の
意
義
の
究
お
に 

^

め
ん
ビ
す
る
も
の
で

.あ
る

.

此
の
點
は

o
p
p
e
n
h
e
f
m

の
學
說
に
於
て
は
其
，主
婴
剖
を
占
む 

る
.

も
の

‘
で
は
な
く
，

n

ハ
其
雜

.濟
社
會
の
数
與
に
，

S

す
：る
か
れ
の
社
會
學
的
考
察
の
上
に
ま
は
れ 

:
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、其
說
く
所
は

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

の
說
を

-
か
れ

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

の
明
晰
な
る
頭 

脳
の
下
に
最
も
明
か

.に

..近

代

武

装

の >
-

じ
表
は
れ
て
ゐ
る
か
ら
し
て
，お
に
ル
て
の
經
濟
政
策 

..
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八
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園

所 の

極.
悠
十
八

‘盤
C

九 
一S

,

論

m 

i
政
能

S

故 

^
^
1
,

致
ギ
も

云
.ふ
：可
き
群
に
關
す
る
雨
學
：者

.の
'奪

見
：の

大

要

を

敕

明

す

る

："

而
し 

經
濟
政
策
の
極
致

は

；
や

；
が
て
又

-

§
|
|

 

§

 §

制
：I

ま
動
-
な
る
の

で
：
あ4
"

S
 
ニ
グ
ラ
シ
ヵ
ヤ
、ス
夕
一
ん
の

.
S

然
法
的
世
界
觀
の
下
で
は
財
産

C 
土
地

,
舍̂む

)

か以て自ー
 

已
の
努
力
、紫
粒
の
.絡
跟
自
然
的
に
發
達

し
：
n
も

の

‘で
、所
あ
者
は
之
に

I
fし
常
然

Q

棚
利

，
^
.有，す 

るミ

'云
ふ
考

 ̂

0 

^
てかた。
此
の
考
は

M
i
r
x

ゆ
所
謂

KiDAerflbelw

名
づ
く
る
所
り
も 

ろ
マ
が‘
.

Scliumpeter

は

：
此の

..：s

 

.許
，
.生
義
あ
の

.批
跡
は
ス
ミ

.乂

..の.土
地
の
舉
合

.L1

は
.常
ら
な
い 

て
ね
る
。

蓋
し
ス
ミ
ス
の
ル
ゐ
'て
ぬ
る

±
地

0 appropriation

と
'
 
云
ふ
，言
藥
は

ok'gpatfcn 

W:

U
ほてて差し支へ

.
な
い
も
の
で
、此
：の

.
S
 11

於
歷
史
上
必
ホ
し
：も
誤

i

リ
：ね
る
‘觀 

も
の
で
な
い

W

し
て
辯
護
し
て
わ
る
？

 (a. 
2U 

a,;S. 

S
-

S
I

D

市
勘
じ
於
け
る
交
晚
們
値
は

k

濟
行
ふ
標
準

w

な
る

>

0

や
か

>
v

る奶船
な
さ
基 

濟
飢
織
の
永
織
す
：

？

か
も
ざ
る
、

7

云 と の  

示 ふ 云 .で 
オ 語 っ わ

.-は，.韻

：
近.
'の

.ざ
 ses 
も
.

Die .Gs:cinscllaft 192

て
の'
'れ

- ̂J0
 

 ̂

< ご..，や
.

W«t»fBkmcT '

，パA
d
a
m
,

 S
m
i
t
h

の
富

®

論
が
取
濟
政
策
の
目
御
を
達

.す
る

.手
段

' 
€

レ
て
書

'
 
れ
れ
；た

'
 こ

：.

^

は
前 

*
も
ん
，所
で

^

る
。

而
.し
，，
て
；彼
は
：：
經
：群

策

の

目

的

が

：其

.
®
.
‘：ゆ
富
及
び
力
の
：

®

進
.に
あ
る

.
 ̂

ご
亦
前
述
し
た
所
：で
も
る
み
：
然
か

>

與
に
其
目
的
が

S

の
I

に

あ

き

せ

，ぱ
：儿
：手
段
も

.亦
國
富
：
の
性
数
及
：
れ
原
因
：を探
究
し
て
後
初
み
て
知
る
が
出
來
る
の
で
め 

る
。
後
ち
皮
が

 

*
 ̂

漆
に
 

A
n

 i
n
q
u
i
r
y

 

into 

t
h
e

 

N
a
t
u
r
e

 

a
n
d

 

C
a

ぶs

力s 

of t|ie 

w
e
a
l
t
t
^

 
p
f

 

N
a
t
i
o
n
s

 

vj 

云

ふ
名
秘
の
附
せ
ら
れ

.し
所
以
も
之
を
鋭
ふ

こ
■
€
が5

5

ま
る
：の
で
ぁ

‘あ
。

5

が
U

於
て
か
國
窗
の 

附
進
は
生
遮
力
の
咐
加
の

§
?题

レ
へ
歸
若
せ
ざ
る
を
得

.ほ
い
ゆ
で
ぁ

.タ
。
.
則

ち

，

濟

：
政

、
策

の

掘
 

激
は
生
徹
力
の
搏
加
外
な
ら
じ
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
？

^
ダ
ム
.スミ

 

'スは
此
の
國
赏

§
巡 

の
手
，段
た
る
生

M

力
の
附
加
を
加

M

に
解
释
し
、如
何
な
る
方
法
に
ょ
ゥ
て
財
，加し
得
可
さ
や 

W

 

#
へ
た
‘か
ご
云
ふ

‘ビ，此
の
問

S

は
余
は
本
誌
の
帅
ギ
の
ァ
ダ
：，
ム
ふ
ミ
ス
紀
念
號
に
於
て
許 

細
之
を
論
じ
な
か
ら
し
て
觅
に
之
を
練
り
返
へ
す
必
要
は
な
い
や
ラ
：でぁ
る
。
け、れ
ど
も

？

雄
 

.
に
注
意
を
要
す
る
の
は
れ
は
虫
し
て
資
本

.の
立
湯
を
論
じ
た

の

で
も

◊
:お
。

€

ち
ァ

ダ 

ム
ふ
ミ
ス
に
ょ
れ
ぱ
！國の富

.を
附
加
す
る
方
法
は

(
n

生
産
⑩
勞
，厕
者
の
敷
を
贈
加
す
る
か

" 

a

ニ
又
は
生
産
的
勞
働
参
の
生
章
能
力
を
財
，加
，す
る
か
何
.れ
か
で
ぁ
る
ク

：
'银
，一

は
數
醫
の
問
题 

で
。第
ニ
は
品

K

の
問

K

でぁる。
而
し
て
第

一

の
問
題
を
解
決
す
る
じ
賃
銀
の
播
如
に
當 

る
可
き

K

本
の
：墙
加
：を
必

M
:ヒ
'し
"第
i

の
-問
題
を
解
決
す
る
に
は
分
業
を
行
ふ
こ
ご
‘を
必
要 

ご
す
る
と
な
つ
て
ゐ
る
。

(

ァ
ダ
ム
.ス
ミ
ス
紀
念
號
拙
稿
ニ
三

 

一
I
 
ニ 

S
こ

0
照)

，其

際

金

が

主
 

稱
十
A
卷
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H
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論

：
狀
經
濟
政
策
の
秘
致

數
セ
號

の
分
業
の
®
本
的
考
を
富
國
論
全 

で
あ
る
。

(Rist, 

a
,
a
.
p
,

 

S
*

 

6
4
)

ど
し
て
論
じ

た

の

は
第

i
r

の
資
本
に
關
す
る
問
題
で
、あウ
力
。
而
し
て
本
論
れ
於
て
：ン
せ
ん
，

.

ご
す
る

.

第̂

i
一
 

の
；分

業

に

i

lる
生
産
力
の
植
加
し
從
ウ
て
又
國
富
の

,

加
に
圓
す
る
も
の

e 

.

あ

る

。

:

^

は
分
業
の
其
富
國
論
に
於
け

る

地
位
を
論
じ

て
、
分
業
は
他
の
何
れ
よ

ら
も
國
民
の

富 

の
財
進
に
賞
献

す
る
こ
ご
大
で
あ
る
ご
云
つ
て
ぬ
る

。
f 

F

 

P
 S

:

注
而

し
て

：
^
の
事
賞
は 

ス
ミ
ス
か
其
分
紫

‘論

★

富
；國

I

論
の
卷
頭
に
置
？

j
V

而
レ
て
此 

,
®
谋"礎

ご
し

た
る
事
，
®

に
之

.を
見

る

こ
と
が
出
來
る
の 

,

ス
ミ

，
.

ス
は
自
然
：法

-的
考̂
を

#

し
た
結
果
ビ
し
て
、分
業
發
生
の
原
因
を
以
て
♦人
の
心

姓
に
{も
 

る
交
換
の
性
情
に

I

モ

ふ

も
の
で
あ
る
ご
し
た
。

而

し
て

彼
は
此
の
國

®

の
播
加
の
原
因
た
る 

分
業
の
耐
會

に
も

は

る

、
，程

R

は

市

，
場

の

廣

狭

の

範

，
圓

に.よ
る

も
の

であるした。此の
 

f

t

第：一

の
人
は
生
：れ
な
が
ら
：に
し
て
交
換
の
性
を
有
す
，分
業
は
此
の
交
換
の
必
然
的
結

0 

(
T
h
e

 

n
e
c
e
s
s
a
r
y

 

c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e)

な

した

點
は
後
世
學
者
の

批

難

を招いた

點

で
あ
る
け
れ
ど 

i

x

r

o

f
 wn

t
s
t
e
h
l

 

d
e
r

 

v
o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
.

 S. 

3
1
5

 

2

第
二
の
分
業
の
行
は
る
程
族
は
其
碑
會
の 

サ
す
る
市
場
の
大
小
に
よ
り
て
決
せ
ら
れ
る
、從
つ
て
市
場
ネ
な
れ
ぱ
分
業
充
分
に
行
は
れ
、其

I
I

結
果
國
富
は
迅
速
に

.
地
進
す
，る

^

云
ふ
説
は

一

定
の
意
味
に
於
一
て
：千
古
の
真
理

ビ

目
し
て

差
''. 

し支
： /

な
ぃ
も
の
で
あ
る
。一
則

i
 

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

の
雜

‘濟
，社
會
後
展
に
關
す
る
叙
述
は
此
：のス 

'ミ
ネ
の
分
紫
と
变
易
經
濟
社
會
ざ
の
馳
係
其
生
邀
カ
墙

：

進
；に
關
す
る
說
を
系
統
的
じ

g
.

も
ゅ 

§
!
£

し
力
る
も
の
に
外
な
ら
な

.い
の
で
あ
る
。

;

四

.

.

.

,
ァダム，
スミス

が
勞
働
を

以
て

國
富
の
源
泉

で
あ
る
と

し
か
や
ぅ
に

O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

も
亦
勞 

働
ぉ
以
て
唯

j
:

の
生
産
力
、彼

.の
用
語
に
よ
れ
ぱ
狼

'得
力

{
B
e
s
c
h
a
f
d
e

 

K
r
a
f
t
)

で
あ
\
凡
て
の
財 

齊
の
源
衆
で
あ

,る
ご
し
た
。

(
A
.

 

a. 

P
 S. 

I
3
S
1

し
て

此
の
富
の
源
泉
た
る
勞
働
は

‘其
‘組織
に 

よ
つ
て
、

換
言
す
れ
ぱ
分
業

.に

よ
つ

て

著

る
し
く

其
生
廣
力
を
潘
加

す
る

も
の
で
あ

る
。

其
例 

し

て

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

が
ピ

ン
數
造
業
於
け
る
技
術
的
分
業
の
例
を
舉
げ

、之

じ
よ
つ
て
勢
働 

の
生

雍
力
が
四
：

千
八
百
®
す
る

可
能
性
を
説
{
に
對

し

て

P
P

ひ
.

7
\
0

 

n o
p
p
e
&
e
l
m
e
r

は
分 

業
は
勞
働
の
.生
廣
力
を
數

W
英
倍

(
v
e
r
m
i
r
i
i
m
o
n
f
a
o
h
e
n
;

す
る
こ
ご
を
說
き
、土
地
の

人
口

收
容
力
は

‘
 

過
'去

1
2

於

V

 

ニ

與

仏

，レ

ね

こV
J

を
說
い
て
ゐ
る

"

{
A
.

 

a, 

P
, S. 

0
 

u
n
d

 

a
u
c
h

 

S
.

 

l
o
l
)

,

然
ら
ぱ
斯
の
如
き
偉
大
な
る
生
産
力
の
網
加
を
生
す
る
分
業
'及
び
結
力

《A
r
b
e
i
t
s
t
d
l
g
g

 

u
n
d
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一 > 

::"

論

g

じ：

經
濟
政
策i

我 

炎
七
'
眺
 

n!!! 

Arbeftsvereinjgung)

は
如
何
に
し
て
發

‘，生

‘し

た

.；
か

、
其
‘原
因
如

.何

。A
d
a
m
,

 S
m
i
t
h

は
此

.
g

題
に

‘答

.
へ 

て

I
H

く
、そ
れ
は
人
が

®
初

‘か
ら
分
業
が
富
を
播
進
す
る
の
手
.
で
あ
る
こ
ご
を
識
ウ
て
之
を

行
ふ
た
結
®
で
 

す
る
变
換
，の性 

天

f
tで
あ
る
ご 

經
濟
史
家
の

W 

.
じ
云
は
し
む
れ 

太
☆
の
封
鎖
的 

の
知

.
る

：.

處
で
あ 

て
も
、筋
ニ
の
批 

は
の
問
に
行
は 

て
の
女
ネ
の
な 

:

逮
，の
存
在
し
な 

は
生
じ
.ない
の

は
な

ぐ
、全

.く 

れ
と
は
關
係
の
な
い 

向
の
結
跟
で
あ
る
：
と
云

C
V

て
ゐ
る
。

云

ふ

こ

を

#
:
び
に
分
業
は
炎
易
經
濟 

究

ょ

.ウ
て
打
破
せ
ら
れ

て
ゐ
る
こ 

ろ
交
換
を
嫌

0
す
る
性
め 

に
は
交
換
は
な
い
け
れ
ど 

て
.ダ
•ム
.
• 

ミ
.
.ス
に
，黯
す
る 

研

究

ず

る

を

要

：す
る
：の
で 

.は
仏
別
に
ょ
、.，る
：.
.も
.
.の
..で
あ

で い ， ず れ 難 る 家 ぱ  

あ- も rufれ a ° 內 人  

る の は 分 聊 此 經 は  

。 で 智 m 力、 の 濟 寧

事情則ち人は生れながらして有 

A
M

d

で1
5
)

而
し
て
此
•の
交
易
は
人
間
の 

社
會
に
の
み
存
在
し
将
る

t

云
ふ
考
は 

前
述
の
通
ら
で
あ
ろ
。
則
ち

B
i
i
c
h
e
r

 

りV ：>

云

り
て
ぬ
る
。

(
A
,

 

a. 

p
;
s
. 9W)

又 

も
分
業
の
：行
は
れ
：た
こ

ざ

又
.，營
く
世
人 

批
難
の
第

1

のi
i

は：
#

#

は：な
い
ぱ
し 

あ
る
。
則
ち
本
古
所
謂
遊
牧
民
中
狩
獵

る。
從
ジ
て
凡
て
の
が
の
な
ず
所
，凡
 

同

j

で
ぁ

0

て
，

S?;

子

相

S
間
，碑

チ

相

互

間

：の

勞

働

’‘

は

何

等

の

秘 

ぁ
る
。
か
に
經
濟
分
化

‘從
つ
て
又
社
命
的
分
化

.(DifFerenzIergg) 

g

し
て
此
糊
の
分
業
：信
人
個
の
性
：別
ゆ

f
e振
，：nr.

然
：の
必
要
に
強
盤

せ
ら
れ
て
後
生
し
た
も
の
で
、

(
o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r
,

 

a. 

a, 

p
, s. 

9
5
)

經
濟
上
の
原
因
か
ら
發
生
し
た
も 

の
で
は
な
い
。
又
旣
に
凡
て
の

5
R

子
の
な
す
所
及
び
女
子
の
な
す
所
皆
同

1

の
仕
事
で
あ

◊ 

て、毋
，子

.相
互
間
資
子
，俯
耳
間
に
：何
等
#
^
事

 

の
な
い
以
上
は
か
か
る
分
港
が
生
産
力
を 

$
2
.

加
す

る
眼
，廣
も
始
め
よ
，

&

限
：ら
れ
て
ゐ
て
"此
の
方
法
を
以
て
特
別
に
生
産
力
か
レ
墙
加
す
る 

の
手
段

V
3

な
す

N
i

ビ
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
此
故
に
生
産
力
壞
加
の
手
段
ご
レ
て
分
業
を 

#

凝
す
る
ほ
に
は
、分
柴
は
必
す
や
經
減
的
、就
會
的
分
化
を
生
や
る
分
紫
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

‘
 

而
.し

て
か
，
.か
る
分

.
業
は
、ぎ
己
の
生
産
物
は
之
を
他
人
の
用
に
供

し
、
自
已
は
他
人
の
生
®
物
の 

分
配
與
か
る

-
^
云
.ふ
豫
見
的
蓉
慮
な
く
し
て
は
行
ほ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
而
し
で
此
の 

相
互
補
光
は
普
通
市
場
に
於
け
る
交
易
に
よ

C
v

て：行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し

.て、生
逢
力 

播
加
の
手
段
、とし
て
の
分
業
は
，交換
を
恃
ウ
て
始
め
て
行
は
れ
る
も
の
ご
な
す
時
は
之
.̂必 

す
し
も

誤
ま

b

ビ
云
ふ

こ
と
は

出
来
な
い
の
で

あ
る
。

此
故
に
社

.愈
的
分
化
を
生
や
る
分
業
：

^

相
S

の
協
力

{
c
o
-
o
p
e
r
a
t
i
s
)

で
あ

.
る
.。

則

ぢ

分

業

に
 

よ
る
現
代
の
社
會
は
協
力
に

よ

，

る
社
會
で
あ
る
。
協
力
は
分
業
の
反
：面を

.'な
‘す
現
象
で
あ
る

*
 

故

に

分

業

，を
，以

て

生

夢

力

搏

加'の
：爲

，め
.の

I
,

.つ
の
勞
働
組
織
と

レ

て
之
を
見
る
時
は
分
業
又 

添十八

盤
：
.
(

九四
H〕 

0

耽
經
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政
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極
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！
.
，論
魏
經
濟
政
條
の
植
数 

0
^
0 

jli 

t
t 

l
i

力
の
名
で
呼
ぶ
け
れ
ど
も
、乏
を
社
會
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
協
力
に
，外
な
ら
な

.い
の

Iで
あ 

る
。；
而
し
て
此
の
分
業
を
示
す
語

t
し
て
此
協
力

(CQ-operatf§
)

ご
云
ふ
字
は

s
a
i
t
E

の
亦
用 

ふ
る
所
で
あ

C
V

て(VOL 

L

 

S, 

14/ w
a
c
h
e
r

も
族
に
指
摘
し
て
ゐ
る
や
ぅ
に
、

S
m
i
t
h

は
單
に
個
別

園

觀
の
下
に
分
業
を
見
れ
も
の
で
は 

る
：；

t

ご
は
彼
の
亦
看
過
し
な
か
つ 

て
か
か
る
協
力
ょ
ヶ
な
る
共
同
體 

截
ー
$

た
；こ

ビ

は

生

寧

力

；
の

ー

播

如

と

.
； 

體
た
る
社
會
の
富
を

.研
究
す
る

も 

す
る

.も
の
で
あ
る

C

而
し
て
又
分 

て
分
業
に
分
力
れ
人
々
の
綜
招
せ五

欺
の
み
く
ア

 

'タ
ム
•ス
ミ
ス
が
交 

を
变
け
た
所

.で
あ
る

...，か彼
が

.分
業

.
 

O
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

が
眞
理
ビ
し
て
直
ち

に ほ 換  ら 業 の 云 と ；̂とな

承 ホ を れ の で ふ 見 所 い  

け 場 以  る 技 め 技 た で

容 の て  點 術 る 術 も あ 分

れ 廣 分 に 的 こ 的 の る 業  

力 狭 業 ffi利 問 で ◊ の

反
面
は
多
く
の
人
の
勞
働
の
協
力
作
用
ね 

(
R
i
c
h
e
r

 

a. 

a' 

p
, s. 

2
6
6
)

否
彼
は
社
會
を
以

あ
る
。
彼
が
分
業
論
を
富
國
論

.の
初
め

：

i

 

題
以
外
に
か
れ
の

議

論

が

か
か
る
協
力
圓 

を
示
す
上
に
於
て
又
重
大
な
る
意
義
を
.有 

&

よ
タ
も
寧
ろ

o
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

は
社
會
を
以 

&
を
置
い
て
說
き
て
ゐ
る
の
で
あ
る

®

成
立
の
原
因

W

し
た
こ
ご
は
世
人
の
批
難 

に
.よ
ク
て
制
服
サ
ら
れ
る
，

ビ

レ

た
點
は 

所
で
あ
る
。
則
ち
彼
は
分
業
の
成
立
の
條

1
'件

ざ

し

；
，
て

，
吾

人

は

X

ぃ
、
、
ァ

：：

ス

ン

のM 

た
ホ
揚
ビ
意
味
を
同
じ
ぐ
し
て
而
も
富
國
論
に
於
て
見
る 

t

k

の
出

.來
な
い
用
語
を
以
て
來
た
。
則
ち
集
合
需
要

(

り

K
o
l
l
e
k
t
l
v
b
e
d
a
r
f)

ご
云
ふ
普
葉
之 

で
あ
る
。

に

所

l
i

集
合
霜

f

は
其
社
會
の
土
地
の
人
口
收
容
力
を
以
て
養
ひ
得
る
人
々
 

の
，倘

々

の
P

要
の

I
總
計
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
则
ら

o
p
p
&
e
i
m
e
r

の
說
に
よ
れ
ぱ
社
會
的
分
化 

は
银
合
需
要
の
播
加
ビ
、此
の
集
合
需
要
充
兄
の
可
能
性
に
よ
る
も

*

の：で
あ
る
。

(

ド
P
. 

P 

9

公
 

冊
し
て
彼
：は
此
の
纖
濟

"的
：#

會

的

分

化

V
3

集

合

霜

要

W

の
■

係
を
特
に
カ
說
し
た
"

則
も
彼 

の
説
に
よ
れ

.ぱ
技
術
：の
發
明
が
：：分
業

.や
错
力
を

I生
じ
社
會
的
分
化
を
生
す
る
ら
で
な 

先
づ
其
社
會

^

於
け
：る

；：

集
：合
，露
：要
が
播
加
し
、其

增

加

の

商

が

1

定
の
度
に
達
し
ご
以
て

一 

，發
明
又
，は
：技
術
を
雜
濟
的
ポ
利
用
し

®

る
に
：及
ん
で
森
に
初
め
て
、

用
せ
ら
れ
，分
業
は
生
じ
，社
曾

g

分
化
は
生
る
もの
であ
る。
例之

 

'旧，舍
じ
於
て
人
口 

.稀
少
な
る
時
に
は

1

人

S

治
屋
で
，

5

2

、|

其
S

 

く
も
金
腐
加
工
に
■
ず
る 

め
勞
働
に
'從
事
し

て
，
敢

て

門

S

分
業
に
，ふる
鎭
冶
職
の
別
が
生 

,
は

r

村
に
於
け
る
集
合
：

.雷
要
；
：の
：高

の

：小
を

る
爲
に
そ
れ
そ
れ
の
分 

を
維
待
，す

る

こ

ビ
が
出
來
な
い
か
ら
で
め
如
何
に
立
脱
な
る
が
出
来
て
も
、
又恋通
 

银十ル翁
：

：
(

九四

5

レ
：11
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r
:
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S
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第七號

く
し
て
、
 定

の

、かか
る
.
明
や
機
械
は
利

の
何 

凡
て

じ
な

'い。
而
し
て
其
理
由 

業
に
：ょる

#

門
的
銀
，冶職
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S
I、
 

機
關
の
，發
明
が
あ
つ
て
も

"之
：を
利
用
せ

ん

k

す

る
集
合
需
要
の
高
於

!
‘定
の
高
に
達
し
な
ガ 

れ
ぱ

"結
局
之
を
利
：
す
る
の
費
用
比
較
的
大
ざ
な
る
た
め
に
經
濟
上
の
理
山
か
ら
し
て
之
を 

賞
特
に
使
用
す
る

H
i

が
出
班
な
い
の
ヤ
あ
，，る
。

從
つ
て
社
會
的
分
化
は
生
じ
な
い
も
の
で
め 

る
。，
ブ
ジ
ト
以

前
網
に

.
百
年

の
昔
か
ら
英
國
の
鎭
山
に
は
膨
に
蒸
汽
器
械
が
用
ぬ
ら
れ
て
ゐ 

V
7 

F
も
現
代
文
化

.の
®

，造

者

す

髓

す

る
.此
强
大
な
る
力
が
當
時
一
般
に
利
用
せ
ら
れ
.な
か 

C
V
.

た

Q

は
時
代
が
尙
熟
せ
ホ
..：集
合
需
要
の
倚
過
少
な
ら
し
結
果
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

之
.
v
;
y
 V

見
れ
，ぱ
分

.業
及
結

-力
從
づ
て
又
社
會
的

.分
化
は
集
合
霞
要
の

®

加
，̂俟
つ
て
初
め 

て
み

能
；
ぐ
な
る
も
，；の
で
あ

」

る
。：

而
し
て
盤
合
！g

要
の
播
加
大
な
れ
ば

® 

♦
社
會
的
分
化
は
盛 

んに：
はれるものでもる。
國の生

.渡
力
は
播
加
す
る
も
の
で
あ

る
。

s
.
. a. 

p a

 

9
6

3 

'

六
..
 

. 

，

‘

然

ら
"ぱ
；集合

！
！

要

墙

大

せ

ぱ

無

制

限

，じ
：社

會

的

分

化

が

，行

は

れ

る

.
か

と

云

ふ

ミ

之

れ

に

は
 

义
‘一

I

等
の
：眼
度
が
存
在
：す
る
。：：
损
言
す
れ
ば
；集
合
需
要
の
墙
大
は
：其
社
會
の
土
地
の
物
資
産 

出
力
；に
ょ
ゥ
て
制
限
を
变
く
る
も
め
で
あ
る
。

(
A. 

a, 

0
: 

S, 

I
o
o
i
%
)

尤
も
土
地
の
此
の
人
口
ギ 

容
カ

(
k
a
p
a
z
s
t

 

d
e
s

 

L
a
n
d
e
s

 

I
 D

i
o
h
t
l
w
k
d
t

 

d
e
r

 

B
e
y
a
l
k
e
r
g
l

分
業
及
び
結
力
に
ょ
ウ
て
甚

:

こ

し

ぐ
潘
進
す
ん
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
太

.古
の
徘
獵
に
ょ
つ
て
生
活
ず
る
狩
獵
民
は

1

人
に
付 

き

一

平
方

S

以
上
の
土
地
を
要
し

.
た
。
換
言
す
れ
ぱ
，

1

平
方
哩
の
土
地
は
漸
や

 

< 

一
人
を
收 

容
し
得
る
に
過
ぎ
な
か
り
た
が
、今
日

©

商
工
業
の
發
達
し
た
歐
洲
で
は

1
.

平
方
哩
に

I
萬
五 

千
人
を
收
群
し
之
を
養
ふ

t

ご
が
出
艰
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
分
業
及
び
結
力
に
ょ
る
此 

の
土
地
の
收
容
力
の
植
大
に
も
亦

一

{ル
の
制
眼
の
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
則
ち
土
地
牧
權
遞 

減
の
法

則
之

で

あ

る

：
。
，

h
此
法
則
の
存
す
る
が
爲

め
に

人

n

1

人
に
對
す
る
®
業
上
に
於

け
，
る
 

货
料
品
の
生

-藍
高
は
漸
次
遞
減
せ
ん
す
る
倾
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
莊
に
於

V
"

か
耻 

會
.的

分
，
化

の

條

仲

、
な

る

：

集
：合：

雷

要
，の

.
：
®加
は
其
效
果
に
於
て
互
に
相
矛
盾
す
る
ニ

 

C
N

の
勢
力 

下
に
：立
ウ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
則
ち

一

方
に
は
智
識
器
械
の
發
明
に
ょ
づ
て
土
地
の
人
ロ 

.收
容
力
を
大
な
ら
し
む
る
，分
業
及
び
結
力

.の
勢
力
あ
る
と
其

に、
他
方
に
は
土
地
の
人
ロ
收
容 

力
を
眼
足
せ
ん
，じす
る
土
地
牧
稚
遞
減
の
法
則
が
存
在
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
第

一 

の
.勢

力

は

成

.，る：一

定
，.の
.限

碑

迄

常

に

第
：n

の：
數

カ

に

れ
ち
勝
ち
、

かて其國の文化は糖 

•進
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、而
も
土
地
の
人
ロ
收
容
力
に
最
高
眼
度
の
存
在
す
る
こ
と
は 

疑
の
餘
地
の

.存
し
な

.い
所
で
あ
る

0

事
‘嚴
に
至
れ
ぱ
か
、
る
社
會
は
經
濟
後
達
の
極
度
に
達 

第
十
八
あ

(

九四七

)

論

,
魏
轄
濟
政
策
の
極
政
 

' 

鎮

七

驢

、
§

I
を



‘ゲなん,一レ„"… ムい'，、が… "，為,<み い " - …ルそ,ハ"*,、ふ钱ルも"ね‘板

.懷
十
八
卷

.( 九
！
：

八)

-

論

髓

霞

政

策

の

極

政

 

雄
セW 

H八

レ
た
る
も
の
に
て
何

-等
か
の
活
路
を
見
出
す
に
非
ら
ざ
む
ぱ
其
の
，進
步
は
停

f
f
iす
る
の
み
な 

ら

t

社
會
的

s

£

起
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

S

に
於
‘て
か
か

V

る
社
會
は
分
裂
し 

て

の

一

-

ぜ
は
他
地
方
に
够
.動
し
、或
は
人
爲
的
制
服
に
ょ
ゎ
て
こ
の
窮
境
を
脱
せ
ん
と
す
る

.
 

に

，生

，る
。

こ

れ

即

ち

然

民

の

間

に一

般

に

行

は

れ

る

老

弱

者

の

人

爲

的

隱

退

又

ほ

幼

者

の
 

殺
戮
云
ふ
現
象
と
な
つ
て
衷
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。

\A,

 

a. 

o
, s, 

9
8
-
I
0
4
)

,

七

‘

か

、
る
方
法
，に
ょ
る
時
は
人
口
の
刷
密
の
度
は
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
之
と
同 

0

に

從

ウ

て

又

集

，
：
公

需

.要
が
满
す
る
時
は
生
産
カ
發
達
の
根
元
な
る
.社
愈
的
爲
同
の
發
達
も 

見
る
こ
ご
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
人

n
收
容
力
め
極
度
に
達
レ
た
る

J

社
會
を
：救
濟
す
る 

の
.道
は

か
、
る
消
極
的
方
法
丈
で
は
な
く
し
て
、尙
積
極
的
の
方
法
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
 

タ

'ち

‘
'
:
此

の

方

だ

は

'殆

ん

ど

，
集
.合
需
，婴
の
極
度
に
達
し
力
る
多
數
の
輕
濟
社
會
が
合
同
統

！

し 

て
新
ら
た
な
る

一
:

ウ
.
の
i
 

^

大
な
る
經
濟
社
會
を
組
：織
す
る
こ
ご
で
あ
る
"
經
濟
社
會
の
集 

化

antegrierung)

是
で
あ
る
。
經
濟
社
會
の
集
化
は
ニ
ウ
の
方
法
に
於

て
行
は

れ

る
。

ブ
は
ま 

力

に

よ

る
政
治
的
集
化
で
、！

1:

は
經
濟
的
手
段
に
よ
る
平
和
的
集
化
で
あ

る
。

何
化
の
手
段
に

ょ
つ
：

T

集
化
が

*

現
せ
ら
れ
る
：ざ
し
し
も
其
：結

'果
は
常
に
集
合
需
要
の
®
加
ご
な
ク
て
分
柴 

^

び
結
力
を
生
じ
、以

V

其
國
の
生
輩
力
を
附
大
す
る
も
の
で
わ
る

が、
本
論
に
於
て
問
題

W

な 

る
の
は
後
者
の
平
和
的
手
段
に
ょ
る
經

'濟
社
會
の
集
化
で
め
る
。
而
し
て
此
の
集
化
を
生
す 

る
平
和
的
手
段
は
則
ち
交
換
又
は
商
業
に
外
，な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
に
ょ
ウ
て

1 

ゥ
の

®

濟
社
會
は
他
の
.經
濟
社
會

と
，

<
2

し
.て
一

.ゥ
の
大
な
る
旦
ゥ
高
度
の
雜
濟

'社
會

' oppen- 

heimer .

の
，所
謂
市
揚
社
會

(Marktgesellschafo

を
構
成
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の 

商
業
は
，普
通
文
化
の
錢
展
し
れ
る
脑
會

が
、
文
化
の
程
度
尙
幼
稚
な
る
社
會
に
お
つ 

ら
れ
、芬
に
双
方
に
於
け
る
鈴
剩
品
の
变
換
を
以
て
始
ま
る
の
が
常
で
あ
る
。
か
く 

業
に
ょ
ゥ
て
雜
濟
社
會
が
搬
大
す
る
ご

S

に
集
公
需
要
は
墙
大
し
、其
結
果
ど
し
て 

速
す
る

K

至
る
も
の
で
あ
る
。
則
ち
到
る
處
に
輸
出

H

業
が
發
達

し
，
工
業
ぱ
益
々
 

紫
は

〈

ぐ
々

链
灌
に

I
S

は
れ
'凡
て
運
搬
に
必
要
な
る
諸
工
業
の
發
生
分
化
を
生
ず
る

て
仕
向
け 

の
如
く
商 

協
力
が
發 

分
化
し
商

も
の
で
あ

る
0

-

か
く
の
如
き
市
場
經
濟
は
國
家
の
成
立
を
以
て
初
め
て
其
頂
上
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

蓋
し
國
家
は
內
外
に
於
て
平
和
治
安
を
維
持
す
る
の
必
要
に
迫
ら
る

S

も
の
で
あ

◊

て
、而
し
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I

園

速 維 で  

の 招 あ 第

?  V る。 まめ 必

に 要 更 i

に
，又
自 

か
ら
交

鎮
ニ
の

館
十
八
卷

(

九
冗
o

v

i

耽
經
微
政
策
の
極
政 

て
こ
の
ギ
和
こ
を
商
業
發
達
の
力
め
に
最
も
重
要
な
る
爲
で
あ
る
か
ら 

然

的

の

道

路

水

路

：な

き

，所
：
に
，て

は

國

家

は

自

か

ら

此

に

國

防

及

び

治

，安 

通

の

便

を

計

る

必
®
,
があるのである。
而して
この道路は商發 

重
要
な
♦

條
仲
を
な
す
も
の
で
あ
る

0 

(
A
.
a
,
P
S
.
I
07-9)

け
れ
と
も
か
か
る
雜
滴
社
會
の
集
化
に
も
亦
服
界
の
存

f
t
す
る
も
の
で
あ
る
。

別
ち
.商
業 

の
行
は
れ
る
範
圓
は
述
輸
に
對
す
る
隙
害
如
何
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の

®

輸
の

‘
 

隙
害
は
勞
働

.の
協
力
に
'®す
る
第
ニ
の
根
本
法
則
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
然
か

P

而
し

て

 ̂

の
述
輸
障
害
の
度
は
述
輸
，の
費
用
の
大
小
を
制
約
し
、此
の
費
用
の
大
小
は
商
品
い
商
業
の
目

障

は

的

物
f

な
り
得
る
可
能
他
の
大
小
を
，制
約
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
運
搬
の
隅

T

害
ょ 

其
原
因
が
財
貨
の
性
質
及
び
述
搬
用
具
，に
存
在
す
る
絕
载
的
障
害
、财
貨
の

®

値
.に
在
す
る 

比

較

的

：隙

ま

並

に

政

；治

的

：障
：害

の

I
1

S

に
'分

c
v

こ
ビ
が
出
来
る
。

之
を
要
す
る
に
社
愈
に

於 

け

る

凡

て

の

，發

展

は

此
の

分
.化
ビ
集
化

の

結
合
の
結
果
ヤ
あ
ク
て
、

分

化

の
極
は

集
化
を
生
じ
、
 

益

化
の
發
達
は
分
化
の
進
化
を
惹
起
し
か
く
て
經
濟
社
，會
を
進
展
せ
し
む
る
こ
ご
、尙
機
械
の 

雨
齒
取
が
互
に

®

方
を
，
®

轉
せ
し
む

る

W

同
じ
蘭
係
を
有
す
る

i

の
で
あ
る

(A, a, 
0
J S, 

12)

け
く
の
⑩
く
し
て

一

つ
の
經
濟

#

會
に
於
い
て
集
合
*
耍
增
如
の
結
嚴
ミ
し
て
分
業
が
俊 

達

®

進
す
る
場
公
に
は
か
\
る
社
會
は
自
然
的
又
は
政
治
的
運
輸
の
障
害
を
除
去
す
る
の
力 

を
す
る
に
至
タ
、
而して之によ

-
^
て
他
の
經
濟
社
會
ビ
の
新
ら
れ
な
る
集
化
を
賞
現
し
得

-
 

る 力
を

：.. 

す
る
 

に 

至
る
 

も
の
で
あ
る
。

 

而
し
て
こ
れ
じ
よ

b

て
®

び
集
合
需
要

ざ

之

K

伴
ふ 

分
化
は
植
加
し

.土
地
の
人
ロ

.收
容
力
は
植
加
し
人
口
は
稱
密
と
な
ね

"
i

地
收
穆
遞
減
の
法

W 

が
の诬廣
逸せざ
る以前
に更らに蒋び新らたなる述輸の隙

®

を
除
ま
し

K

ら 

に
新
ら
し

^
5
^

集
化
を
生
じ
得
る
に
至
る
も
の
セ
あ
る
。
斯
の
如
く
レ
て
社
會
に
は
山
を
貫
き 

大
潍
を
波
る
無
數
の
汽
船
及
び
織
道
網
を
作
る
の
力
が
生
じ
、空
中
述
輸
の
，完
成
は
自
然
的

0 

憶
の

'
i

潜
を
全
然
除
去
し
得
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
域
に
達
し
て
尙
全
人
類
を
包 

ぜ
ホ
る

；；j

大
經
辨
一
的
集

I

中
；を 
<附
害
す
る
の
：は
只
政
沿
的
運
輸
の
障
害
あ
る
の
み
で
あ
る

。

(

>
• 

a, 

P
J S, 

112)

八 

..
 

、
 

y

以
上

述
べ
な
：所
の
分
業
の
数
遂
.は
集
合
需
要
の
播
加
に
よ
る
ざ
云

i
考
は

t

簾

こ

-
^
ま

な
 

-れ
、ァ
ダ
：
ム

-
ス
ミ
チ
が
常
國
論
第

1

編
第
三
章

R

分
業
は
市
揚
の
館

®

じ
よ
.り
制
限
せ
ら
む
る

.
盤
十
八
避

(

九玉

一
〕

論パ

M
飢經辦政

I

極数
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盤

(

九
五
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.識

說

鎮

政

策

の

i
 

第

七

號

gj 
ニ

ビ

題下に述ベ

.た
す
，の
考
を
精
練
敷
衍
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

别
ち
ス

.ミ

.
ス

は
分
業
の
行
は
る

 

>

度
は
市
場

9

館
圍
の
廣
狹
の
庶
に
よ
つ
て
制
限
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

,
.ご
云
つ

-
て
、其
例

ご
し
て

®
搬
失
の
如
き
は
大
都
市
に
於
て
の
み
分
業
ビ

し
て
成

'
 
立
し

得
る

所

以
を

,
說
き
、又
小
村
落
に
於
て
ー

：«
 

M

的
の
大
エ
職
ぼ
冶
職
の
成
立
し
得
な
い
こ
ご
を
說
い
て
ゐ 

る
の
で
あ
る
。

.更
に
彼
は
水
述
の
便
が
ホ
揚
を

®

大
す
る
に
容
易
な
る
の
事
實
を
擧
げ
、か
か
る
水
蓮
の
更 

あ
ふ
地
方
の
産
業
は
早
ぐ
錢
逆
す
る
こ
ご
を
説
い
て
ゐ
る
。
而
し
て
か
か
る
便
に
よ
ウ
て
ニ

ウ

.の

都

ホ

か

相

接

觸

し

H

に
交
換
す
る
こ
と
に
よ

c \

て
双
方
の
産
業
を
樹
進
せ
し
ひ
ご
論
じ

て
を
る
。
 

.

.

.
：
；

 

,

之

に

よ

つて

見

れ

ぱO
p
p
e
n
h
e
i
m
e
r

が

集

合

需

要

ご

名

づ

け

た

の

は

ス

ミ

ス

が

市

場

と

云

ジ

言

盤
S

同

1

の
，
考

.
に

出

づ

る

も

の

で

め
C
V

て
、彼
れ
は
之
の
集
合
®
要
ご
分
業
則
ち
社
會
分

化
ご
の

f
f
l係
に
於
て

A

ミ
の
述
べ
し
所

.に

.I

屠
の
研
究
を
加
へ
，て
輕
濟
社
會
發
展
の
說
を 

桃
成
し

.たものである。
：

此
の
激
は
則
ち

K

ダ

ム•ス
ミ

ス
が

^
:
=山
資
易
を
主
張
し
、保
護
闕
税
に
反
對
し
た
有
カ
な

5

®

ホ
の

一

を
な
ず
：も：の
で
あ
る
。
則
ら
ア
ダ
ム
，ス.ミ
ス
は
一
方
に
於
て
は
ニ
國
の
產
紫
の
發 

速
は
其
國
の
货
本
の
高
：に
よ
：；

C
V
V
,

制
限
せ
ら
れ
る
せ
云
ふ
彼
の
根
本
の
思
想
か
，ら
し
て
、

(

アグ 

ム
•メ

ミ
メ
紀
念
號
拙
稿
參

照)

，保
護

m

桃
じ
よ

C
V

て

一

國
，産
業
が
發
達

し

得
る
の
理
由
な
き
所 

以
を
指
職
し
，ね

0
:
:從
ウ
て
保
，譲關
桃
は
只
資
本
投
下
の
方
向
を
變
更
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
而 

も
私
一
人
が
自

か
ら
其
の

.利
己
心
に
よ
ウ
て
定
む
る
投
資
方
向
は
社
會
に
採

6

最
も
利
益
な
る 

も
の
で
あ
る
ご
し
て
保
護
關
呢
を
批
難
し
て
ゐ
る

P

ざ

p
p
.

 

1

8
-
9
)

彼
が
保
讓
圓
桃
に
反
對
し
、
 

-自
ぬ
貿
易
を
主
張
す
る

g
g

 

ニ
の

‘理
山
ど
し
て
舉
げ
ら
る
、
も
の
は
則
ち
钱
に
問
題

V

す
る
生 

産
力
の
理
ホ
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。
本
來
か
ら
云
へ
ぱ
自
由
貿
易
を
主
張
す
る

！

つ
の
根 

本
的
理
由
は
之
が
消
费
者
を
利
す
る

a

に
箱
す
る
も
の
で
あ
る
が
，不
思
議
に
も
ア
ダ
ム
•スミ 

ス
は
此
の
點
に
あ
ま
り
注
意
を
拂
は
な
か
ウ
た
の
で
あ
る
。
光

も

彼
は
第

§
1

ぎ
算

A

章
に
於 

て
r
w
後
は
凡
て
の
生
産
の
ゆ
一
，の

S
I

的
で
あ
り
て
、生
産
力
の
利
益
は
之
が
消
費
者
の
利
‘盤を 

け
す
る
吸

5

に
め
て
の
み

考
慮
，
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
、ど
云
ウ
て
ゐ
る
け
れ
ど

も
，

{
W
,

 

o
f

 

N
,

 

V
o
l
.
II, 

p. 

1
5
9
)

こ
れ
は
彼
が

M
e
r
c
a
n
t
i
l
e

 

S
y
s
t
e
m

の
結
論
.じ
於
て
始
め
て
述
べ
て
ゐ
る
言 

，葉

で
あ
ウ
て
"又
富
國
論
館

1

版
に
は
發
見
し
得
ざ
る
文
句
で
あ
る
。
こ
れ
が
附
加
せ
ら
れ
た 

然

十

八

盤(

九
五jll)

.
輸魏霞政饿の極政
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银

十

八

卷(

九
M
s
;
:
:
:
:
:

論

：
說

經

霞

繁

極

数

，：

の

は

第

三
版

か

ら

で

あ

る

。

否スミスが國際货

>
1

の

利

，益

を

說

い

た

の

は

殆

ん

ど

常

に

生

産

者

ゆ

見

地

か

ら

見

や

も

：
 

の
で
あ
ウ
た
。

則
ち
彼
は
國
隙
賀

f

以

て

！

國
の
綠
剩
品
を
處
分
し
、之
に
よ
ウ
て
此
を
生 

産
し
た
る

2

及
び

I

を
f

 
\

f
唯

一

I

f

考
へ
た
。

I

つ
の

.

I

は
國
際
資 

に
よ
：り
て
其
儉
剩
品
を
輸
出
し
モ
自
國
に
必
婴
な
る
貨
物
ご
代
へ
る
こ
ご
が
出
來
る
も
の
で
、
 

も

し

此

の

輸

出

が

，な

け

れ

ば

；國
：內

の

生

藩

：

力
の

：
：！

部

は

中

止

せ
ら

れ

年
，*
額
の
價
道
は
减
少 

す
る
。

f

の
便
あ
る
地
方
が
産
業
上
に
，利

S

る
は
只

S

理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る 

云

ウ

て

ゐ

る

(
W
.

 

o
f

 N
.

 

m

 

I. 

s. 

3
5

養

に

彼

は

他

の

場

所

に

於

て

外

國

の

貧

易

の

利

蟲

 ̂

て

の

や

ぅ

ー

、、ん

ぺ

て

ゐ

る

外
®

贸
易
は
其
國

の

土
地
勞
働
の
產
物
に
し
て
自
國
に
辭 

婴
な
き
部
分
を
外
國
に

S

し
、之
に
對
し

S

要
あ
る
他
の
物
を
輸
入
す
る

0

此
の
手
段
に 

よ
る
時
は

S

が

G
T

,國
布
揚
の
狭

®

な
る
が
故
に
之
が
最
高
度
に
發
？

る
こ
ミ
出
來
.な 

い
W

情
を
防
ぐ

.
こ
ど
が
出
来
る

0 

.

則
ち
卞
揚

.の
擴
大
せ
ら
る
る
時
は
分
業
褒
達
し
、生
，産
力

t
 

加
し
，國
富
を
植
進
せ
し
む

.
る
。
然
る
；一
に
保
謎
關
税
は
此
の
生
産
力
の
糖
加
を
阻
止
す
る
も
の 

と
L

て
之
を
批
難
し
て
ゐ
る

9

で
あ
る

>
 

(
I
b
f
d
,

ホ

4
1
8
)

.

:

，九

.

...

吾
人
は
錢
に
再
び

o
p
p
y
h
e
f
m
e
r

に
歸
ゥ
て
本
論
を
結
ば
ん
と
す
る
。
前
に
叙
述
し
來
た 

た
氏
の
意
見
は
次
の
如
き
結
論
に
到
蓮
す
る
も
の

.で
め
る
。

ニ

)

述
檢
の
障
害
：锋
な
き

^̂
^̂
^̂ 

の
滅
域
は
大
ご
な
る
。

，

(

ニ) 

.
M

濟

社

會

：
の
，領

域

：大

、ぐ

な

：る：

i

 ,

從

：

集
^̂
^̂
^̂
^̂

;

,

:

{三
集
合

m
悪
太
ご
な

.る
に
、從
ゥ
モ
社
會
的
：及
び
技
術
的
分
業
及
び
結
力
は
錄
♦
後
達
す 

.

る
。
-

.

. 

.

(

四)

か
か
る
協
力
の
發
展
す
义
に
從
ゥ
て
生
産
能
榮
ほ
大
ざ
な
ら
、社
會
の
富
は
®
進
す
る 

も
の
で
る
。

.
获
に
於
て
か
國
富
臂
進
：の：辉
濟
政
策
を
抽
出
し
來
る
の 

(

ニ人の勞働は

X
:

て
の
財
货
の
唯

！ 

源
嚴
で
ゐ

b 

a
u

:

此
の
生
産
力
を
殆
ん
ど
無
限
，に
迄
增
加
し
得
-る
の

は 唯 / は  

協 極  

同 の め  

で 生 : て  

あ m 容 

る 力 易  
で で

あ あ

るる

則
ち

(

三
}

一
.

欲
に

B

協
力
の
條
仲
を
炸

 
>

 

改
&

す
る
こ

v
/
g

協
力
を
狙
止
す
る
力
を
®
め
之
を
除

去
す
：る
こ
ざ
は
生
産
力
を
嗔
加
す
る
の
手
段
で
あ
る
。

.

,

.

.

.
:
...
..

:

十
八
盤

(

九
‘t

)

驗

，耽
輕
濟
政
俄
の
極
救

. 

$

0

践‘五



園

.

?

八
せ

(

九五
.
5

論

魏

_

經濟政银

S

敌 

S

®

魄
’一、

获
に
協
力
の
條
，件

W

は

人
命
身
體
及
び
輕
濟
を
行
ふ
個
人
の
財
産
に

法
律
上
の

保
誰
を
與 

ふ

る
乙

J
0

を
云
ふ

も：
の

で
め
る
。

蓋
し
此
の
法
律
の
保
誰

な
ぐ
ん

ぱ
生
力
の
源
嚴
な
る
個 

人
の
勢
働
力
は
個
满
し
、從
ク
て
集
合

.
W要
は
城
少
し
、協
力
は
極
度
に
行
は
れ
な
い
結
果
を
生 

t

る
。

W
制
の
支
配
す
る
所
、法
律
，上
の
不
平
等
の
存
在
す

る
處

に
は
貪
廣

?

、凡
て
の
人
が 

;

平
'等
の
：8

利
を
享

-ぜ
し
、仏
得
の
支
：

S

す
る
所
に
は
幸
福
が
あ
る

0

T

么
.
.に

搞

力

の

障

ビ

は

述

輸

：の
一
障

#

を
云
ふ
の
で
あ
る
。
自
然
的
運
輸
の
障
害
は
人
口
糊 

を

と
；H

广
に
坪

力

す
る
®
愈
的
生
産
力
の
地
如
に
よ

ウ
て

の
み
之
を
除

お
す
る
こ
と
が
出
だ
る 

； -

の
で
あ
る
。
人
偽
的
及
び
政
治
的
膝
害
は
經
濟
的
理
山
以
外
の
成
は
之
よ

A
も
强
き

他
の 

理

U

が
な
い
時
は
之
を

..除
去
ず
る
こ
ご
が
出
，艰、又
當
然
除
去

.す
可
き
も
の
で
め
る
。

此
：の
故
に
農
業
政
货
、工
業
政
策
、商
業
政
策
、財
政
政
策
、变
通
政
策
等
總

，
て

の
賞

際

雜
濟
學

の
 

目
的
力
生
藍
力
の
墙
巡
に
め

-
=
^

と
サ
ぱ
、經
濟
學
の
立
場
よ
ね
見
て
永
久
的
の
實
際
政
策
は
只 

J

つ
.あ
る
ば
か
み
で
あ

.る
。：：
則
ち
寒
备

 

一

員
ビ
し
て
の

i

冗 

全
な
る

S

由
、交
通
上
に
於
け

.る
：凡

；：

て
の
人
爲
的
制
腿
の
撤
廢

是
で

あ
る

0 

f
, 

P 

P
 S

.

ご
8

ホ) 

«

の
如
く
し

て

o
p
p
e
n
l
l
e
i
§

r

は

：
經

濟

励

會

の

^
^
^
^
^
達

の

爲

め

に

個

人

に

對

し
て

先

全

な

る0

由
を
與
へ
、且
つ
凡
て
の
.人
爲
的
制
吸
を
除
あ
し
て
其
個
人
の
活
動
を
自
由
な
ら
し
む
る
を
以 

て
經
濟
政
策
の
理

想

ど
し
た
の
で
ぁ
る
。

換

S

す
れ
ば
彼
は
極
廣
の
自
由
主
義
を
以
て
雜
濟 

政
策
の
®
想

 >

 

し
な
の

‘で
ぁ
る
。
此
の
撒
は
又
ス
ミ
ス
が
國
家
の
職
分
を
以
て
國

防
，
治
安
及 

か
個
人
の
力
に
て
建
設
又
は
維
持
し
得
ざ
る
公
共
事
業
及
び
施
設
の
三
職
分
に
限
り
た
る
所 

と

一

政
す
る
も
の
で
ぁ
る
。

(
V
O
I

 

II 

P
.
1
8
4
,
5
)

然
ら
ぱ

o
p
p
s
h
e
l
.
m
e
r

は
現
代
資
本
主
義
雜
濟
社 

於：て
商
業
が
上
述
の
社
會
的
職
分
を
發
揮
せ
し
む
る
游
め
之
に
無
制
眼
の
自
由
放
任

m 對 求 し 國 本 を を 俊  

藍 m む て 家 主 IH1許 に

業 f:iる 0 に 義 ji: し 

保 山 に 國 於 經 す た  

讓 貿 至 じ て 濟 る が  

Ml M る 於 は の M 換 

税 は ^ け 協 初 桃 言  

の 勞 化 る 力 期 を す  

存 働 に 外 （こ に 批 れ  

狂 TiT 2： 國，伴 於 難 ば ' 
す 場 業 産 ’ふ て し 生  

る に は 業 凡 は た 産  

時 恐 從 の て 必 か 力  

は る 前 廣 の 耍 e m 
內 可 の ⑨ 利 で 云 進  

國 & 如 の 益 あ ふ の

理ぬの下に®令一時的たゥとも商業のぬ 

ご、此
に
對
し
て
彼
は
幼
稚
®
業
保
識
の
圓
税
は
資 

る
ご
云
ウ
て
ゐ
る
。
蓋
し
其
理

*
5

は
資
本
主
義
の

.
 

は
皆
資
本
家
階
級
の
懷
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
而 

祐
果
、從
來
獨
立
せ
る
者
が
勞
働
者
ご
な

.0

て
職
を 

く 

S

 4
1

の
農
業
勞
働
紫
を
吸

.收

し

得

ざ

る

爲：§
、

絕 

經
濟
的
腿
迫
を
加
へ
る
か
ら
で
め
る
。
然
る
に
幼 

ェ
業
は
多
く
の
勞
働
者
を
維
持
し
"農
村
の
無
灌
者

筋
す
八
卷

(

九
耳
七)

說
經
濟
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